
【Society5.0】ローカル5G・4Kカメラ・AIなどの未来技術により、利用者データを活かした高付加価値のサービスを提供。

【観光消費増加、医療費削減、デジタル教育】スポーツ団体の合宿や市民の健康増進、スポーツ分野のデジタル教育など、
幅広い利用を促すことで、観光消費額の増加、医療費の削減、スポーツ教育のレベルアップなど多様な効果を創出。

① スポーツを活用した経済・社会の活性化✅

② スポーツを通じた健康増進・心身形成・病気予防✅

③ 自然と体を動かしてしまう「楽しいまち」への転換✅

＜目標分野＞ ※該当するものに全て✅

＜概要＞ 計画期間：～令和８年３月３１日

【問合せ先】栃木県矢板市経済建設部商工観光課

℡0287-43-6211

【フォローアップ欄】 令和４年度における計画の進捗状況

Society5.0を体現した文化スポーツ複合施設「未来体育館」の整備による、持続可能な地域づくりの実現

【具体目標】 ①スポーツ交流人口と経済波及効果の増加（経済波及効果を今後５年間で５０％増加）

②人口減少に適応した市民の健❝幸❞づくりへの取組み（医療費抑制を目的とした市民の健康づくり）

＜目標内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制＞

●スポーツ部局の所属先

教育委員会事務局 国体・スポーツ局

●地方スポーツ推進計画

矢板市生涯学習推進計画・令和３年４月

●地方版総合戦略

やいた創生未来プラン・令和３年３月

●地方スポーツコミッション

矢板スポーツコミッション・平成３０年4月発足

●ホストタウンの相手先

ハンガリー

各種基礎データ

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題〉
・矢板市は近隣有名観光地への通過点で、１日をとおして滞在できる観光施設やスポーツ施設が少なく、観光消費が少ない地域。
・近年需要の多いスポーツ大会・合宿を確実に取り込み、滞在型観光の実現に向けたインセンティブのある施設環境の整備が必要。
・市民の健康増進や子どもの運動の成果を可視化するため、データに基づく健康指導やスポーツ教育が出来る環境が必要。

〈総合的な取組内容〉

やいた創生未来プラン基本目標
「来てもらう、住んでもらう、新しい人の流れをつくる」
～交流人口、関係人口の創出・拡大～

【 具体的事業 】
■ 矢板市文化スポーツ複合施設「未来体育館」の整備

新たなスポーツ大会・合宿や健康づくりの拠点となります。
■ スポーツツーリズムの深化
スポーツ大会・合宿の誘致を推進します。

■ 観光拠点づくり
宿泊施設などの誘致により滞在型観光を進めます。

■ 今ある施設への誘客（多機能化・顧客深耕化）
施設間の連携により周遊性を高めます。

未来技術を活用した健康&スポーツの飛躍的レベルupプロジェクト

複合施設 完成イメージ

矢板スポーツコミッション
・スポーツ大会・合宿の誘致

・地域活性化起業人
・地域プロジェクト

マネージャー

東京圏等の企業・大学

・データサイエンスに関する
事業ノウハウ・人材の提供

矢板スポーツコミッションが中心となり、事業を推進します。

地域再生計画

矢板スポーツ
コミッション

矢板市公式HP複合施設整備
基本計画

運動行動認識による

測定・指導

市民の健幸増進

データヘルス

ＡＩ映像撮影

配信サービス

一元化サービス

顧客管理

未来体育館の整備

デジタル教育の実現

デジタルディバイド是正

医療費削減
コンパクトシティ

健康寿命延伸

交流人口・観光
消費額の増加

データの利活用を
通じた官民連携の

深化

市内にある「とちぎフット
ボールセンター」の敷地内
に、地方創生拠点整備
交付金を活用して整備

（一社）矢板市観光協会
市内観光施設

・宿泊施設・温泉施設・飲食店・アクティビティ

商工観光課
・観光振興

・スポーツツーリズム

国体・スポーツ局
・スポーツ振興

・文化スポーツ複合
施設の整備

協働・連携
「未来体育館」を核とした、持続的な地域づくり
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